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原子間力顕微鏡の医生物学領域における有用性を示した。
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軸構成分子を中心とした染色体の高次構造解析

原子間力顕微鏡

染色体形成過程において、2価の陽イオン濃度をキレート剤により変化させた染色体を作製し、原子間力顕微鏡により微細構造を解析し

たところ、凝縮の程度の変化が認められた。さらに、凝縮の変化が染色分体の部位によって異なっていることも明らかになった。
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